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2016年  7月21日 IMFの世界経済見通し（2016年7月） 
2016年 7月20日 最近の指標から見る中国経済（2016年7月） 
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■今回は、英国が6月23日の国民投票でEU離脱

を選択して以降初の会議となりました。7月24日

に発表された共同声明では、「G20各国は、英国

のEU離脱の過程で起こり得る経済や金融面での

問題に前向きに対処してゆく態勢を整えている」と

し、今後の混乱回避に向けて連携する方針を示

しました。また、これまで打ち出してきた「すべての

政策手段（金融、財政および構造政策）を各

国が個別に、または、総合的に用いる」との決意も

再度確認されました。 

「G20財務相・中央銀行総裁会議」 
「G20財務相・中央銀行総裁会議（以下、G20財務相会議）」は、主要先進国や主要新興国に国際通

貨基金（IMF）や世界銀行などを加えたメンバーからなる会議です。G20財務相会議は、世界経済が抱え

る課題を協議する場で、今回は中国が議長国でした。共同声明では、英国の欧州連合（EU）離脱の混乱

回避へ連携していく方針が打ち出されました。 

■G20（Group of 20）は、G7（フランス、米国、英国、ドイツ、日本、イタリア、カナダ）に、アルゼンチン、

豪州、ブラジル、中国、インド、インドネシア、韓国、メキシコ、ロシア、サウジアラビア、南アフリカ、トルコ、欧州

連合・欧州中央銀行を加えた20カ国・地域のことです。新興国の台頭は目覚ましく、G20財務相会議は

1999年から始まりました。リーマン・ショック（2008年9月）を経て、2009年以降は、世界経済や金融政

策等を協議する会議としてG7よりも注目度が高まっています。 

リーマン・ショック（2008年９月）後、重要性が増す 
市場はG7よりも注目 

G20首脳会議は9月に中国・杭州で開催 

英国のEU離脱の混乱回避へ連携 

すべての政策手段を用いる方針も再確認 

■声明文では、一部の産業における過剰生産能力

を含めた構造問題を指摘し、「共同の対応を必要

とする世界的課題」との認識が示されました。中国

を含め、過剰生産能力の対処に向けた国際協調

が進展する可能性がありそうです。 

■また、米国の為替政策は、日本と中国に対する対

応で温度差が感じられました。米国は、為替市場 

   は秩序立っているとして、日本の介入姿勢をけん

制する一方、中国に対してはある程度の人民元安

を許容する模様です。こうした姿勢は当面続くと見

られます。今後は、G20首脳会議（サミット）が

9月に中国の杭州で開催され、G20財務相会議

が10月米国ワシントンで開催される予定です。今

後の米国、中国、日本の政策が注目されます。 

世界経済は望ましい
水準より弱いまま・・・。  
↓  
各国がすべての政策を
個別に、かつ、総合的
に打ち出すことで困難
に打ち勝とう！ 

課題は山積 
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